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１ 事業所の概要

〇

２ 温室効果ガスの削減目標等
2022 年度 t-CO2

t-CO2
% 0.00 ％

% - ％

基準年度

削減率
目標原単位

40,059

目標設定の考
え方

事業者温室効果ガス削減計画書概要（第二計画期間）

電気業

〇コスト⾯，作業環境，設備への影響等を考慮しながら適切な範囲内で省エネルギーを進める。
〇エネルギー使⽤量の実績を把握・管理し，必要に応じて改善を⾏うことで，省エネルギーの適切かつ有効
な
 実施を図る。
〇省エネルギー法ならびにエネルギー管理指定⼯場ごとに定める管理基準に基づき，効率的な設備運⽤・保
守
 や運転管理⾯での改善を⾏う。
〇エネルギー消費原単位を中⻑期的な視点から年平均1%の低減を目指す。
○⽕⼒発電所においては，⽕⼒発電効率A指標および⽕⼒発電B指標の目指すべき⽔準の達成に向け努⼒す
る。

0.00

0.3478基準原単位
0.3478

事 業 所 の 所 在 地

事 業 者 の 名 称

事 業 所 の 名 称

東北電⼒株式会社

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

40,059

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

年度

東北電⼒株式会社 新仙台⽕⼒発電所

基準排出量

削減率

宮城県仙台市宮城野区港５丁目２番１号

その他非化石
エネルギー等

目標年度

目標排出量

温室効果ガス排出削減に係る目標については，原⼦⼒発電所の再稼働や，再⽣可能エネル
ギーの導⼊状況等により，当該⽕⼒発電所の運⽤も変化することから，現時点で将来の排
出量を算出することが困難であります。そのため，2025年度の目標値については，基準年
度と同値として設定いたしましたが，今後もエネルギーの効率的利⽤に努めてまいりま
す。

非化石エネルギーの使⽤目標割合については，基本的に事業所内で発電した電気である
「所内電⼒」を使⽤しているため発電所として設定することが困難であります。

主 た る 事 業

条例第15条第1項に該当する⼀般事業者

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

2025
-非化石電気

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況
及 び 削 減 目 標

・
非 化 石 エ ネ ル ギ ー

の
使 ⽤ 割 合 目 標

（事業所等用）



様式第１号別紙１

３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組

％

実施年度

実施済

実施済

実施済

再熱除湿運転回避 実施済

実施済

実施済

実施済

実施済熱源設備 冷却⽔の⽔質管理

％
基 本 対 策 の
実 施 計 画

100

実施済

実施年度

環境マネジメントシステムの導
⼊

実施済

SBTやRE100等の国際的な気候
変動イニシアティブなど脱炭素
経営への取組

実施済

熱源設備 冷却⽔温度の適正管理

項目

実施済

100

エネルギー使⽤量の⾒える化（分計による課題発⾒）

ボイラーの運転効率管理

ボイラーの給⽔及びブローの管理

⽣産性管理

エネルギー使⽤量の⾒える化（前年度⽐較）

項目

目標年度実施率

・当社は2019年4⽉の「TCFD提⾔」への賛同を契機とし
て、気候変動への対応強化など環境経営の推進を加速さ
せるとともに、同提⾔の枠組みに沿った情報開示の継続
的な改善に取り組んでいる。
・当社は「CDP気候変動質問書」に継続して回答を⾏っ
ている。直近では，CDP2022において[A-]評価（8段階
中上から3番目）を獲得している。
・当社は「GXリーグ」に参画している。「GXリーグ」へ
の参画を通じて，CO2排出削減に関する知⾒・ノウハウ
を蓄積し，カーボンニュートラル実現に向けた取り組み
を⼀層進めることとしている。

外気冷房

基準年度実施率

具体的な取組内容

当社は「ISO14001」（国際標準化機構）および「エコ
アクション21」（環境省）を参考に「環境マネジメント
基準」を制定し，環境マネジメント体制を構築してい
る。同基準に基づき，環境活動の基本理念である「東北
電⼒グループ環境方針」を掲げ，「東北電⼒グループ環
境計画」を策定している。環境マネジメントの枠組みの
中でPDCAサイクルを回すことで，グループ企業⼀体と
なって環境活動の継続的改善に取り組んでいる。

蒸気トラップの管理

選択対策の
実施計画

（事業所等用）
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現在の発電所運転状況を踏まえて，ポンプ，ファン，圧
縮機の運転台数の削減，運転時間の短縮といった所内動
⼒低減施策を継続して検討・実施している。

実施済

近隣⼩学校（七ヶ浜町⽴汐⾒⼩学校および松ケ浜⼩学
校）の⾼学年児童約200⼈を対象に，エネルギー・環境に
関する学習会「エネルギー・環境教室」を開催し，エネ
ルギー消費・環境対策の説明，実験や発電所⾒学などを
実施しエネルギー・環境への意識⾼揚を図っている。

環境教育・学習の実施（従業員
以外を対象にしたもの）

廃棄物削減対策の実施 実施済
現在の産業廃棄物の種類・量を踏まえて，残留薬品の流
⽤などの削減施策を継続して検討・実施している。

実施済

社宅から当所までの通勤バスを運⾏することによって従
業員の⾃動⾞通勤を抑制している。また，出張等の社外
への移動について，基本的に公共交通機関を利⽤するこ
ととしている。

従業員の⾃動⾞利⽤の抑制、公
共交通機関の利⽤促進

実施済

その他の対策の
実施計画

その他地球温暖化を防止する対
策の実施

森林の保全・緑化の推進
⼯場⽴地法に基づく緑地の管理を実施するとともに，環
境影響評価の評価項目である⽣態系維持のため，草地の
管理も実施している。

実施済

計画期間以前の温室効果ガスの
大幅な削減

当所は石油からCO2排出量の少ないガスへ燃料転換する
とともに最新のコンバインドサイクル⽕⼒発電所へリプ
レースを実施している。（経産省・環境省が公表してい
るBATの参考表（令和2年1⽉）で（A）に相当）このリ
プレース⾏い，CO2排出量を大量に削減している（約
180万ｔ-CO2/年）。
※3-1号系列 2015年運開，3-2号系列 2016年運開

実施済

（事業所等用）


